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表紙

スペインの醐｡触㎜to鉱床:イベリア半島の南西端に

は,世界最大の塊状硫化物鉱床であるRioTintoをはじ

め,黄鉄鉱に富む鉱床が密集しており,IberianPyrite

Be1tと呼ばれる.これらは,石炭紀初期の海底で,酸

性火山活動に伴う熱水の作用でできたもので,Rio

Tintoに沈澱した黄鉄鉱は5億トンを超えると見積られ

る.19世紀中頃以降本格的た鉱山開発が進められ,Rio

Tintoでは現在硫酸原料の黄鉄鉱と2次富化帯のAu-

Ag鉱石が採掘されている.写真の巨大な穴は19世紀末

に南鉱体を採掘した跡である.左手(北側)は下盤の変質

した酸性火山岩類,右手は上盤の黒色頁岩と砂岩

(Cu1mGroup)で,この間に巨大た層状硫化物鉱体(延長

1000m以上,厚さ80m以上)があった.撮影後この穴

は北側に隣接するCerroCo1orado鉱体のずりで埋め立

てられたため,今では見られない1

(早耳:Schoo1ofMines,Madrid,A.A㎜IBAsSr｡;

文:地質調査所鉱物資源部佐藤興平)
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